
■ 平成 27 年度 第 4 回 教育研究会議 議事録 

 

１．日 時：平成 27 年 7 月 14 日（火） 13 時 30 分～14 時 40 分 

 

２．場 所：学術交流会館 特別会議室 

 

３．出席者： 

辻理事長（議長）、 

石井理事、村田理事 

中辻委員、川越委員、阪口委員、中尾委員 

  辰巳砂工学研究科長、増田生命環境科学研究科長、入江理学系研究科長、近藤経済研究科長、 

山崎人間社会学研究科長、上野看護学研究科長、高畑総合リハビリテーション学研究科長、 

牧岡現代システム科学域長、山下工学域長、大木生命環境科学域長、奥田地域保健学域長、前川

高等教育推進機構長、吉田学生センター長、萩原図書館長 

 

＜オブザーバー＞ 

藤原理事、高橋学長補佐、山本地域連携研究機構長補佐 

 

 

［審議事項］ 

１．大阪府立大学地域保健学域規程の一部改正について 

   大阪府立大学地域保健学域規程について、総合リハビリテーション学類における、地域社会や

在宅での実践力向上と、理学療法、作業療法を実践する臨床力を培う教育の充実を図るため、総

合リハビリテーション学類理学療法学専攻及び作業療法学専攻のカリキュラムを見直し、授業科

目を新設、廃止するよう必要な規程改正を行うとの説明があり、審議の上、承認された。 

 

 

［報告事項］ 

１．オープンキャンパスを越える新しい試みについて 

   平成 28 年度以降のオープンキャンパスのあり方を検討するに際し、その運営・広報面での課

題抽出を目的として、平成 27 年 11 月 23 日(月祝)に新しい形態のオープンキャンパスを試行実

施することについて、資料に基づき報告があった。従来のように夏休み期間に開催するのではな

く、通常の授業実施日にオープンキャンパスを開催することで、来場者が大学全体の活動（講義・

実験・実習、学内施設、クラブ・サークル等）を見学できるようにする。 

委員から、各学域・学類の説明を行う機会、オープンキャンパスの実施時期、受け入れる教室

等設備の定員、本学学生の参加などについて意見があり、今後、教育運営委員会において検討す

ることとなった。 

 

２．総合リハビリテーション学研究科における履修証明プログラム（コアプロ）について 

   大阪府立大学総合リハビリテーション学研究科における履修証明プログラム「地域リハビリテ

ーション学コース」の募集について、報告があった。このプログラムは、病院医療施設、在宅支



援に関連する施設・事業所等で活躍する理学療法士・作業療法士が、医療と在宅ケアの連携を推

進できるよう幅広い知識を修得することを目的とする。 

 

３．各種会議・委員会報告 

（１）平成 27 年度第 3 回学生委員会（6/16）について 

    平成 27 年 6 月 16 日に開催された第 3回学生委員会の内容について、主な審議事項として学

生特殊健康診断検討部会設置要綱の制定等、主な報告事項として障がい学生支援体制の現状と

課題、学籍付番問題の再発防止策の最終報告等の報告があった。 

 

４．その他 

 

以上 


